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■編 集 後 記□

昨年のO.L.R.に とっての 「激動」は,本 同人会の性格,ひ いてはこのような雑誌

の存在意義そのものについても痛切な反省を促がすきっかげとなるべ きものでした。鞠

昨年から今年にかけて,我 々向人はいささかなりとも努力を続けてきたはずですが,

従前の 「惰性」の道を再び歩みはじめてはいないか,と 心に問わずには いられまぜ

ん。

ともあれ,こ こに第12号 発行にこぎつけました。皆様の忌憚のない御批判をお待ち

しております。 編集子

(付記)発 行が意外におくれましたこと,編 集委員とし七深くお詑び申し上げます。
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